
主要事業の状況  
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第1段階 

要素技術規模 

■概念の成立性に係るデータの
整備 

・要素技術の研究開発による革
新的な技術の具体化 

 
■適切な実用化像の明確化 
・要素技術の研究開発成果を反
映した高速増殖炉サイクル実
用施設の概念設計研究（導入
期、平衡期） 

 
■実用化に至るまでの研究開発
計画の提示 

・実証炉及び燃料サイクル実証
施設の概念設計 

・上記施設における実証試験内
容の具体化 

（2015年頃） 
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第2段階 

実用化を見通せる規模 

■革新的な技術の実証と 
　研究開発目標を達成できる 
　見通しの取得 
・実証炉及び燃料サイクル実証 
　施設を用いた総合的な実証 
 
 
 
■高速増殖炉サイクル実用施設 
　の設計への実証試験成果の 
　反映 
・実証試験の成果を反映した 
　高速増殖炉サイクル実用施設 
　の概念設計 
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第3段階 

実用規模 

■研究開発目標の達成確認 
・実用施設としての経済性・ 
　信頼性の確認 

（2050年頃）
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実用炉及び実用サイクル施設 
のイメージ 

技術体系の整備 革新技術の実証 実用化推進 




